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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、中国経済の減速や円高の進行等により、輸出が停滞すると

ともに、企業収益の改善にも足踏みがみられるなど、景気は全体的に力強さに欠ける状況で推移いたしました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業における減収により、売上高は522億２千

７百万円（前年同期比8.4％減）と前年同期を下まわり、経常利益は29億９百万円（前年同期比47.0％減）と前年

同期と比べ振いませんでした。

一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は、繰延税金資産の回収可能性の見直しに伴い、法人税等調整額を計

上し、税金費用が減少しましたことから、40億３千３百万円（前年同期比13.3％増）と前年同期を上まわりまし

た。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の減少等により、売上高は254億４千万円と前

年同期に比べ20億５千３百万円（7.5％）減少し、営業利益は32億６千５百万円と前年同期に比べ５億６千１百

万円（14.7％）減少いたしました。

　

（金属部門）

金属部門につきましては、電気銅の販売価格の下落等により、売上高は196億３千４百万円と前年同期に比べ

31億８千万円（13.9％）減少いたしました。

また、営業損益につきましても、円高の進行等により、前年同期に比べ12億８千２百万円減少し、４千８百万

円の営業損失となりました。

　

[機械・環境事業]

機械・環境事業につきましては、機械部門における販売が順調であったことに加え、環境部門の主力商品であ

る水処理剤の販売も堅調に推移しましたことから、売上高は47億９千９百万円と前年同期に比べ５億４千２百万

円（12.7％）増加し、営業利益は４億８千５百万円と前年同期に比べ１億８千４百万円（61.2％）増加いたしま

した。

　

[不動産事業]

不動産事業につきましては、既存の賃貸物件の稼働状況は概ね順調に推移しましたものの、販売用不動産の売

却がなかったことから、売上高は13億５千１百万円と前年同期に比べ９千９百万円（6.8％）減少し、営業利益

は７億８千６百万円と前年同期に比べ４千８百万円（5.8％）減少いたしました。

　

[再生可能エネルギー事業]

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門及び太陽光発電部門ともに概ね順調に推移しましたことか

ら、売上高は10億円と前年同期に比べ２千２百万円（2.3％）増加し、営業利益は３億１百万円と前年同期に比

べ４千３百万円（16.7％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第２四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ42億３千１百万円(2.6％)減

少し、1,581億４千８百万円となりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末に比べ56億１千７百万円(7.6％)減

少し、681億５千７百万円となりました。

　固定資産につきましては、無形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ13億８千６百万円(1.6％)増

加し、899億９千１百万円となりました。

　

② 負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ69億７千２百万円(9.7％)減

少し、645億５千６百万円となりました。

　流動負債につきましては、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ21億５百万円(6.8％)

減少し、289億３千万円となりました。

　固定負債につきましては、長期借入金及び繰延税金負債の減少等により、前連結会計年度末に比べ48億６千７百

万円(12.0％)減少し、356億２千５百万円となりました。

　

③ 純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社

の増資に併せて非支配株主から当該子会社株式を取得したことにより資本剰余金が減少しましたが、利益剰余金の

増加等により、前連結会計年度末に比べ27億４千１百万円（3.0％）増加し、935億９千２百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成29年３月期の連結業績見込みにつきましては、平成28年７月29日に公表した業績予想から変更ありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

(会計上の見積りの変更)

連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社が保有する有形固定資産及び無形固定資産は、採掘可能年数

に基づいて減価償却を行っておりますが、探鉱活動の結果、既採掘地域の周辺に賦存する鉱量が判明し、新たに可

採鉱量に算入したことから、主要な設備の耐用年数を延長し、第１四半期連結会計期間より将来にわたり変更して

おります。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の減価償却費及び資産除去債務における時の経過

による調整額が減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ274百万円増加しておりま

す。

（２）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,648 23,150

受取手形及び売掛金 25,223 22,480

商品及び製品 4,659 3,941

仕掛品 7,975 4,888

原材料及び貯蔵品 2,041 4,874

その他 7,634 9,191

貸倒引当金 △408 △371

流動資産合計 73,774 68,157

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,214 23,847

一般用地 16,685 16,650

その他（純額） 16,342 16,118

有形固定資産合計 57,242 56,616

無形固定資産

のれん 379 303

その他 1,039 2,110

無形固定資産合計 1,418 2,413

投資その他の資産

投資有価証券 25,169 25,719

その他 5,171 5,648

貸倒引当金 △397 △395

投資損失引当金 ― △10

投資その他の資産合計 29,943 30,961

固定資産合計 88,605 89,991

資産合計 162,379 158,148

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,174 8,920

短期借入金 8,725 8,616

未払法人税等 1,254 540

引当金 978 994

その他 9,902 9,858

流動負債合計 31,035 28,930

固定負債

長期借入金 18,103 15,698

引当金 372 281

退職給付に係る負債 4,060 3,886

資産除去債務 4,371 4,320

その他 13,585 11,439

固定負債合計 40,493 35,625

負債合計 71,528 64,556
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 6,149 5,248

利益剰余金 69,545 73,205

自己株式 △144 △145

株主資本合計 79,726 82,484

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,929 9,177

繰延ヘッジ損益 △51 △2

為替換算調整勘定 927 123

退職給付に係る調整累計額 △2,060 △2,033

その他の包括利益累計額合計 7,745 7,264

非支配株主持分 3,378 3,842

純資産合計 90,850 93,592

負債純資産合計 162,379 158,148

決算短信（宝印刷） 2016年10月31日 12時00分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

日鉄鉱業㈱（1515）平成29年３月期 第２四半期決算短信

5



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 56,996 52,227

売上原価 42,076 39,600

売上総利益 14,920 12,626

販売費及び一般管理費 9,532 9,350

営業利益 5,387 3,276

営業外収益

受取利息 19 26

受取配当金 422 317

持分法による投資利益 9 246

為替差益 109 ―

その他 92 79

営業外収益合計 653 669

営業外費用

支払利息 177 160

為替差損 ― 280

休廃山管理費 141 168

出向者関係費 150 186

その他 80 240

営業外費用合計 549 1,036

経常利益 5,492 2,909

特別利益

固定資産売却益 76 149

投資有価証券売却益 44 4

その他 7 1

特別利益合計 128 155

特別損失

固定資産除売却損 99 122

減損損失 3 76

その他 22 17

特別損失合計 125 217

税金等調整前四半期純利益 5,494 2,847

法人税、住民税及び事業税 1,481 823

法人税等調整額 144 △2,333

法人税等合計 1,626 △1,509

四半期純利益 3,868 4,357

非支配株主に帰属する四半期純利益 309 323

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,559 4,033
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 3,868 4,357

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,210 247

繰延ヘッジ損益 309 48

為替換算調整勘定 140 △1,039

退職給付に係る調整額 △65 27

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 ―

その他の包括利益合計 △2,827 △716

四半期包括利益 1,040 3,641

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 705 3,553

非支配株主に係る四半期包括利益 335 88
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 27,494 22,815 4,257 1,451 978 56,996 ― 56,996

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
115 ― 598 4 ― 719 △719 ―

計 27,610 22,815 4,856 1,455 978 57,715 △719 56,996

セグメント利益 3,826 1,234 301 835 257 6,455 △1,067 5,387

(注)１ セグメント利益の調整額△1,067百万円には、内部取引の相殺消去額△39百万円、貸倒引当金の調整額△０百

万円、未実現損益の消去額48百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,077百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 25,440 19,634 4,799 1,351 1,000 52,227 ― 52,227

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
928 ― 587 4 ― 1,520 △1,520 ―

計 26,369 19,634 5,386 1,356 1,000 53,747 △1,520 52,227

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
3,265 △48 485 786 301 4,790 △1,514 3,276

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,514百万円には、内部取引の相殺消去額14百万円、貸倒引当

金の調整額△０百万円、未実現損益の消去額34百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,563百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費で

あります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

① サマリー情報（注記事項）に関する事項に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を

定率法から定額法に変更しております。

当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。

② サマリー情報（注記事項）に関する事項に記載のとおり、連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社

は、探鉱活動の結果、既採掘地域の周辺に賦存する鉱量が判明し、新たに可採鉱量に算入したことから、有形固

定資産及び無形固定資産の耐用年数を見直し、第１四半期連結会計期間より将来にわたり変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「金属部門」のセグメント損失が274百万

円減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「鉱石部門」におきまして、当社山口採石所の営業損益が継続してマイナスとなりましたことから、機械装置及

び運搬具等の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては76百万円であります。
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（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 13,311 13,992 24.6 12,348 12,969 24.8 △ 962 △ 1,022

砕石 千t 2,602 3,058 5.4 2,503 2,797 5.4 △ 99 △ 260

タンカル 千t 333 1,821 3.2 314 1,783 3.4 △ 18 △ 38

燃料その他 8,621 15.0 7,889 15.1 △ 731

小計 27,494 48.2 25,440 48.7 △ 2,053

　 金属部門 電気銅 t 22,582 15,902 27.9 23,833 12,241 23.4 1,251 △ 3,660

銅精鉱 t 21,519 4,662 8.2 26,882 4,023 7.7 5,363 △ 639

その他 2,250 4.0 3,369 6.5 1,118

小計 22,815 40.1 19,634 37.6 △ 3,180

計 50,309 88.3 45,075 86.3 △ 5,234

機械・環境事業 産業機械 1,723 3.0 2,282 4.4 559

環境商品 2,533 4.5 2,517 4.8 △ 16

計 4,257 7.5 4,799 9.2 542

1,451 2.5 1,351 2.6 △ 99

再生可能エネルギー事業 千MWh 108 978 1.7 114 1,000 1.9 6 22

56,996 100.0 52,227 100.0 △ 4,769

海外売上高 （単位：百万円）

品目

石灰石 台湾、香港、オーストラリアほか

電気銅 台湾、インドネシア、タイほか

銅精鉱等 チリ

産業機械 中国、韓国ほか

環境商品 台湾 2 3

合計 8,278 6,455

2,351 1,643

4,199 3,135

189 242

向先 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

1,535 1,430

連　結　売　上　高　明　細　表

４．補足情報

当第２四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第２四半期連結累計期間
セグメント 主要品目
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